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お お み・ひ ろ き  ☆  1 9 3 5 年 9 月 、山 口 県 門 司 市 生 ま れ 。幼 い 頃 は 父 親 の

仕 事 の 関 係 で 全 国 各 地 を 転 々 と し た の ち 、蘇 州（ 中 国 ）に 移 住 。 1 9 4 4 年 に

帰 国 後 、 9 歳 で 山 鹿 国 民 学 校 （ 現 ・ 山 鹿 市 立 山 鹿 小 学 校 ） に 転 入 。 1 9 4 7 年

4 月 坂 下 村 立 坂 下 中 学 校（ 現 ・ 南 関 町 立 南 関 中 学 校 ）に 入 学 し 、両 親 の 故 郷

で あ る 熊 本 県 山 鹿 市 と 玉 名 郡 で 少 年 期 を 過 ご す 。 1 9 5 3 年 3 月 熊 本 県 立 南

関 高 等 学 校 卒 業 後 、 同 年 4 月 に 信 州 大 学 繊 維 学 部 に 入 学 し 繊 維 に 関 す る 専

門 知 識 を 学 ぶ 。同 大 学 卒 業 後 、1 9 5 7 年 4 月 に 染 料・染 物 商 社 の 日 本 ケ ミ カ

ル 工 業（ 株 ）に 技 術 者 と し て 入 社 。1 9 6 4 年 3 月 に 独 立 し 、今 治 で ク ラ ウ ン

樹 脂 化 工 （ 株 ） を 設 立 。  

今 治 タ オ ル の 捺 染 （ プ リ ン ト ） 加 工 業

を 支 え る 染 料 ・ 染 物 材 料 の 卸 ・ 加 工 を

営 む ク ラ ウ ン 樹 脂 化 工 （ 株 ） 創 業 者 ・

大 見 博 記 氏 が 今 回 の 「 タ オ ル び と 」 で

あ る 。 タ オ ル は 細 か な 分 業 で つ く ら れ

て い る が 、 そ の 裾 野 は 広 い 。 捺 染 加 工

に 必 要 な 染 料・染 物 材 料 は 数 多 く あ り 、

そ の な か で も ク ラ ウ ン 樹 脂 化 工 で は 、

現 在 主 流 と な っ て い る 顔 料 プ リ ン ト と

染 料 プ リ ン ト に 付 随 す る 材 料 を 製 造

し 、 ま た 捺 染 機 の 調 達 、 修 理 な ど も お

こ な う 。染 織 の 技 術 者 で あ る 大 見 氏 は 、

専 門 知 識 を 生 か し て 今 治 の 地 に 初 め て

染 料 ・ 染 物 材 料 の 卸 ・ 加 工 業 を ス タ ー

ト さ せ 、 今 治 の 捺 染 加 工 業 の 発 展 に 貢

献 し て き た 。 現 在 も な お 、 年 を 感 じ さ

せ な い バ イ タ リ テ ィ で 今 治 の タ オ ル づ

く り を 支 え る 。  

大見博記氏  
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1．  幼 少 年 時 代  

 

9 歳 まで父親の仕事で全国を転々、そして蘇州 （中国 ）へ 

 

 大 見 博 記 氏 は 、 1 9 3 5 年 9 月 2 5 日 に 父 ・ 豊 記
と よ き

氏 と 母 ・ 千 鶴
ち づ

氏 の

間 に 山 口 県 門 司 市 に 生 ま れ た 。上 に は 5 歳 離 れ た 長 姉・英 美 子
え み こ

氏 が

い る 。 実 は 次 姉 が い た が 早 逝 し て い る 。 両 親 は 熊 本 県 出 身 で 、 父 は

玉 名 郡 、 母 は 鹿 本 郡 （ 現 ・ 山 鹿 市 ） の 出 で あ る 。 大 見 氏 が 生 ま れ た

1 9 3 5 年 当 時 、父 親 は 鉄 道 省   門 司 鉄 道 管 理 局 に 勤 め て い た た め 、

大 見 氏 は 門 司 市 で 生 ま れ た 。 そ の 後 も 父 親 の 仕 事 の 関 係 で 東 京 を は

じ め 全 国 を 転 々 と し 、 最 後 は 中 国 の 江 蘇 省 蘇 州 市 に 住 ん だ 。  

 5 つ 上 の 姉 は す で に 小 学 校 で の 生 活 が ス タ ー ト し て い た た め 母 親

の 実 家 に 預 け ら れ た が 、 大 見 氏 は 両 親 と と も に ３ 年 ほ ど 蘇 州 市 で 過

ご し た 。大 見 一 家 は 6 軒 あ っ た 日 本 人 居 留 地 に 住 み 、大 見 氏 は そ こ

か ら 歩 い て 日 本 人 学 校 に 通 っ て い た 。 あ る 日 、 お な じ 日 本 人 居 留 地

に 住 む 友 人 と 小 遣 い を 集 め て 、 人 力 車 を 呼 ん で 学 校 ま で 行 っ た こ と

が あ る 。 そ の 道 中 の 出 来 事 で あ る 。  

車 夫 の 中 国 人 は 、 日 本 人 学 校 が あ る 方 向 と は ま っ た く 違 う 道 を 走

り 出 し 、 家 か ら も 学 校 か ら も ど ん ど ん 遠 ざ か っ て い っ た 。 友 人 と 顔

を 見 合 わ せ て 「 誘 拐 さ れ る 」 と お も い 、 勇 気 を 振 り 絞 っ て 中 国 語 で

車 夫 に 尋 ね る と 、「 も ら っ た お 金 の 分 を 走 っ て い る か ら 遠 回 り し て い

る ん だ よ 」 と 言 う 。 そ れ を 聞 い て 安 堵 し た が 、 知 ら な い 場 所 へ 連 れ

て 行 か れ そ う に な り 、 ヒ ヤ ヒ ヤ し て 生 き た 心 地 が し な か っ た 。 今 と

な っ て は い い 思 い 出 で あ る が 、 少 年 た ち に と っ て は 異 国 の 地 で の 奇

妙 な 体 験 と な っ た 。  

 1 94 4 年 、 第 二 次 大 戦 の 最 中 に 大 見 一 家 は 帰 国 し 、 最 初 は 母 親 の

実 家 で 生 活 し た 。 国 家 公 務 員 だ っ た 父 親 の 豊 記 氏 は 、 戦 争 の 行 く 末

を 案 じ て 鉄 道 管 理 局 を 早 期 に 退 職 し 、 一 家 で 中 国 か ら 引 き 上 げ る こ

と を 選 ん だ の で あ る 。 帰 国 後 、 豊 記 氏 は 、 国 家 公 務 員 時 代 の キ ャ リ

ア と ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し て 、 熊 本 県 内 に バ ス 停 留 所 を つ く る 仕 事

LOOKS
ノート注釈
1920年5月に鉄道院から鉄道省になり発足。1943年11月に戦争による「海陸輸送の一貫的強化」のための措置として従来の鉄道省と逓信省を統合して運輸通信省が設立された。その後1945年5月に通信院を内閣に移管し運輸省に改編。
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に 就 い た 。 1 9 4 9 年 に 日 本 国 有 鉄 道 が 発 足 し 、 か つ て の 鉄 道 省 運 輸

局 自 動 車 課 （ 省 営 バ ス ） が 日 本 国 有 鉄 道 自 動 車 局 （ 国 鉄 バ ス ） と し

て 再 開 し 、 イ ン フ ラ 設 備 の 一 環 と し て 全 国 に バ ス 停 留 所 が つ く ら れ

る よ う に な る 。 そ の 一 端 を 豊 記 氏 は 担 い 、 生 計 を 立 て た 。  

帰 国 時 、大 見 氏 は 9 歳 だ っ た 。戦 争 中 だ っ た こ と も あ り 、大 見 氏

は 山 鹿
や ま が

国 民 学 校 （ 現 ・ 山 鹿 市 立 山 鹿 小 学 校 ） に 入 学 し た 。 そ し て 終

戦 を 迎 え 、 鹿 本 郡 の 母 親 の 実 家 か ら 玉 名 郡 の 父 親 の 実 家 に 移 住 し 、

1 9 4 7 年 4 月 に 坂 下 村 立 坂 下 中 学 校（ 現 ・ 南 関 町 立 南 関 中 学 校 ）に

転 入 し た 。 こ う し て 、 帰 国 後 は 両 親 の 故 郷 で あ る 熊 本 県 で 多 感 な 少

年 期 を 過 ご し た 。  

 

 

2．  大 学 時 代  

 

「衣 」に関わる仕事に就けば、生涯食っていける  

 

中 学 卒 業 後 、 1 95 0 年 4 月 に 熊 本 県 立 南 関 高 等 学 校 に 入 り 、勉 学

に 勤 し ん だ 。 将 来 は 「 衣 食 住 」 の 「 衣 」 に 関 連 し た 仕 事 に 就 け ば 、

生 涯 食 う の に 困 ら な い だ ろ う と 考 え 、繊 維 学 部 の あ る 大 学 を 探 し た 。

当 時 、 繊 維 学 部 を 設 置 し て い た 国 公 立 大 学 は 、 東 京 農 工 大 学   、

京 都 工 芸 繊 維 大 学   、信 州 大 学 の 3  つ で あ り 、選 択 肢 の 幅 は 狭 か

っ た 。 大 見 氏 は 、 こ の な か か ら 優 美 な 北 ア ル プ ス の パ ノ ラ マ が 見 え

る 、 長 野 県 上 田 市 に キ ャ ン パ ス を 擁 し て い た 信 州 大 学 を 選 ん だ 。 そ

し て 、 1 9 5 3 年 4 月 に 同 大 学 繊 維 学 部 に 入 学 し た 。  

 信 州 大 学 は 、 19 49 年 の 「 国 立 学 校 設 置 法 」 施 行 に よ っ て 、 松 本

医 科 大 学 、 松 本 高 等 学 校 、 長 野 師 範 学 校 、 長 野 青 年 師 範 学 校 、 松 本

医 学 専 門 学 校 、 長 野 工 業 専 門 学 校 、 上 田 繊 維 専 門 学 校 を 包 括 し 、 か

つ 長 野 県 立 農 林 専 門 学 校 を 併 合 し て 設 立 さ れ た （ 信 州 大 学 ホ ー ム ペ

ー ジ ）。設 立 時 よ り 繊 維 学 部 が 設 け ら れ 、現 在 も 学 部 と し て 存 続 し て

い る 唯 一 の 大 学 で あ る 。 残 念 な が ら 、 東 京 農 工 大 学 と 京 都 工 芸 繊 維

LOOKS
ノート注釈
1949年に東京農林専門学校と東京繊維専門学校が統合して設立された国立大学。設立時に繊維学部を設置していたが、1962年に工学部へ改組。

LOOKS
ノート注釈
1899年に開設された京都蚕業講習所が前身。1949年に国立大学として京都工芸繊維大学が設立され、繊維学部には織物生産に係る専門技術の修得ができるように「機織工芸学科」「色染工芸学科」「繊維化学科」などが設置された。しかし、2006年に工芸学部と繊維学部を統合して工芸科学部に改組された。
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大 学 の 繊 維 学 部 は 時 代 の 趨 勢 に よ り 、 す で に 他 学 部 と 統 合 さ れ て 今

は 存 在 し な い 。  

 大 見 氏 は 大 学 時 代 の 4 年 間 を 学 生 寮 で 過 ご し た 。大 学 で は 青 春 を

謳 歌 し た 。 ま ず は 演 劇 部 に 入 っ て 同 僚 や 先 輩 と 交 流 を 深 め 、 そ し て

山 登 り に 夢 中 に な っ た 。  

喜 劇 を 十 八 番 と し て い た 演 劇 部 で の エ ピ ソ ー ド は 、 あ る 演 目 で 大

見 氏 は 観 客 か ら「 猿 そ っ

く り 」と 言 わ れ た こ と が

あ っ た 。「猿 」の 役 で は な

か っ た が 、猿 の よ う に 滑

稽 に 演 じ た 。こ れ ぞ 喜 劇

の 真 髄 で あ る 。  

そ し て 、時 間 が で き る

と 山 に 登 っ た 。よ く 登 っ

た 山 は 、飛 騨 山 脈（ 北 ア

ル プ ス ）の 槍 ヶ 岳 や 穂 高

岳 で あ る 。い ず れ も 3 , 0 0 0 m を 超 え る 日 本 有 数 の 名 山 で あ る 。山 好

き が 高 じ て 、 単 位 取 得 が 危 な か っ た と き も あ っ た 。 3 年 生 の 定 期 試

験 期 間 中 に 、 大 見 氏 は テ ス ト そ

っ ち の け で 友 人 と 山 に 登 っ て い

た 。 登 る 山 は 3 , 0 0 0 m 級 の 山 ば

か り で 、 そ う 簡 単 に は 行 っ て 帰

っ て こ ら れ な い 。毎 回 、少 な く と

も 2 泊 3 日 の 入 山 で あ る 。 無 事

下 山 し て 大 学 に 行 く と 、 テ ス ト

を 受 け な か っ た 担 当 の 先 生 か ら

す ぐ さ ま 呼 び 出 さ れ た 。 大 見 氏

は 滔 々 と 事 情 を 説 明 す る と 、 そ

の 先 生 は 躊 躇 な く 善 後 策 を 提 示

し て く れ た 。 実 は そ の 先 生 も 登

信 州 大 学 繊 維 学 部 講 堂  

（ 出 典 ： 信 州 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ よ り 引 用 ）  

 

長 野 県 ・ 岐 阜 県 に 跨 る 槍 ヶ 岳 3 , 1 8 0 m  

（ 出 典 ： 長 野 県 大 町 市 公 式 観 光 サ イ ト  

「 信 濃 大 町 な び 」 よ り 引 用 ）  
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山 愛 好 家 だ っ た 。「今 か ら 口 頭 試 験 を 始 め る か ら 答 え な さ い 」と い う

具 合 で あ る 。 す ん な り 口 頭 試 験 に 合 格 し た 大 見 氏 は 、 3 年 生 で 卒 業

単 位 を す べ て 取 得 し 、 4 年 次 で の 校 外 実 習 を 残 す の み と な っ た 。 上

田 キ ャ ン パ ス か ら 見 え る 雄 大 な 北 ア ル プ ス の 山 々 は 、 大 見 氏 に と っ

て 青 春 そ の も の だ っ た 。  

 

大学 4 年生の校外実習で愛媛県へ  

 

 大 見 氏 は 、 の ち ほ ど 今 治 市 で 起 業 す る こ と に な る が 、 ど の 段 階 で

愛 媛 県 と 最 初 の つ な が り を 持 っ た の か ？ そ れ は 大 学 4 年 生 の と き で

あ る 。 信 州 大 学 繊 維 学 部 で は 、 ４ 年 生 に な る と 必 修 科 目 と し て 校 外

実 習 が あ っ た 。 大 見 氏 は 、 校 外 実 習 に 際 し て 大 洲
お お ず

市 の 愛 媛 県 蚕 業 試

験 場 に 2 週 間 ほ ど 実 習 生 と し て 派 遣 さ れ た 。こ れ が 大 見 氏 と 愛 媛 県

の 縁 と な り 、 つ な が り と な っ た 。  

大 洲 市 は 愛 媛 県 の 南 予 地 方 に 位 置 し 、「伊 予 の 小 京 都 」と 呼 ば れ る

地 域 で あ る 。 8 世 紀 こ ろ に は 大 洲 盆 地 に て 生 糸 が つ く ら れ て い た 記

録 が あ り 、 そ の 歴 史 は 長 い 。 明 治 初 期 に 機 械 が 導 入 さ れ て か ら 大 洲

の 養 蚕 業・製 糸 業 は 発 展 を 遂 げ 、そ の 後 1 9 3 0 年 に ピ ー ク を 迎 え た 。

大 見 氏 が 実 習 を お こ な っ た 愛 媛 県 蚕 業 試 験 場 は 、 191 2 年 設 立 の 愛

媛 県 原 蚕 種 製 造 所 を 前 身 に も ち 、 19 23 年 に 愛 媛 県 蚕 業 試 験 場 と 改

称 さ れ た 。 大 洲 地 方 の 養 蚕 業 の 発 展 と と も に 蚕 業 試 験 場 は 技 術 指 導

や 研 究 開 発 の 側 面 か ら 産 地 の 発 展 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て き た（「 四  

大 洲 盆 地 の 蚕 糸 業 」『愛 媛 県 史  地 誌 Ⅱ（ 南 予 ）』デ ー タ ベ ー ス『 え ひ

め の 記 憶 』）。  

大 見 氏 は 、 蚕 業 試 験 場 で の イ ン タ ー シ ッ プ を 終 え 、 荘 厳 に 聳 え 立

つ 飛 騨 山 脈 が 見 え る 上 田 キ ャ ン パ ス で 4 年 間 の 大 学 生 活 を 満 喫 し 、

1 9 5 7 年 3 月 に 信 州 大 学 繊 維 学 部 を 卒 業 し た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 


